
 

  

    

令
和
５
年
８
月
５
日
、
参
加
者
３
５

０
０
名
余
で
、
末
広
町
通
り
か
ら
中
央

通
り
一
帯
で
行
わ
れ
、
踊
り
連
の
熱
気

で
、
は
じ
め
降
っ
て
い
た
雨
も
止
み
多

く
の
市
民
も
訪
れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
市

民
祭
り
で
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
多
く

の
人
達
が
参
加
で
き
る
体
制
を
希
望
し

ま
す
。 

               

今
年
度
第
１
回
目
の
意
見
交
換
は
「
ど
う
す

る
長
野
中
心
市
街
地
」
と
テ
ー
マ
を
設
け
ま
し

た
。 

 

長
野
市
が
中
心
市
街
地
整
備
の
た
め
策
定
し

て
い
る
「
長
野
中
央
西
地
区
市
街
地
総
合
再
生

基
本
計
画
」
と
関
連
す
る
事
業
は
末
広
町
に
と

り
重
要
な
計
画
で
あ
る
が
、
「
中
央
通
り
の
市

道
の
在
り
方
」
「
長
野
駅
前
Ｂ
１
地
区
再
開
発

計
画
」
「
中
央
通
り
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

勉
強
会
」
な
ど
い
く
つ
も
の
事
業
が
在
り
、
全

体
像
が
分
か
り
に
く
い
面
が
あ
っ
た
た
め
、
今

回
は
長
野
市
役
所
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
理
解
を
深
め
議
論
す
る
事
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
西
地
区
は
商
業
地
域
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
市
民
は
住
民
が
住
み
活
性
化

を
望
ん
で
い
る
」
ま
た
、
「
今
計
画
の
中
で
賑

わ
い
創
出
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
数
値
を
認

識
し
、
観
光
産
業
の
充
実
を
」
「
北
ア
ル
プ
ス

白
馬
と
連
携
し
、
大
糸
線
を
長
野
に
繋
げ
る
」 
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(1) 

令
和
５
年
度 

第
１
回 

会
員
意
見
交
換
会 

開
催
日
：
令
和
５
年
７
月
25

日
㈫ 

場 

所
：
南
石
堂
町
会
公
民
館 

出
席
者
：
会
員
18

名
、 

長
野
市
役
所
担
当
者
６
名 

        

末
広
町
も
加
盟
町
に
名
を
連
ね
る
弥

栄
神
社
の
「
な
が
の
祇
園
祭
御
祭
礼
屋

台
巡
行
」
が
７
月
９
日
㈰
に
開
催
さ
れ

た
。
今
年
度
お
先
乗
り
は
三
輪
の
宇
田

家
、
引
き
屋
台
は
権
堂
町
、
新
田
町
、

元
善
町
。
置
き
屋
台
は
東
町
、
西
後
町

の
担
当
。 

今
年
も
南
千
歳
町
と
合
同
で
長
野
駅

前
広
場
に
会
所
を
設
け
て
お
先
乗
り
始

め
三
町
の
屋
台
を
受
け
入
れ
た
。
５
月

上
旬
の
コ
ロ
ナ
規
制
解
除
後
、
中
心
市

街
地
で
行
わ
れ
る
初
め
て
の
大
規
模
な

祭
り
で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り
は
少
な
い

が
観
客
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。 

末
広
町
ト
ピ
ッ
ク
ス 

◎

な
が
の
祇
園
祭 

御
祭
礼
屋
台
巡
行 如

是
姫
ま
つ
り
は
今
年
25

回
目
を

迎
え
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
た
訳
で
も
な
い
た
め
、
昨
年
に

続
き
稚
児
行
列
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
し

『
顕
彰
式
』
の
み
開
催
し
ま
す
。 

実
行
委
員
長
に
は
田
中
嘉
昭
氏
、
副

実
行
委
員
長
に
は
三
邨
豊
久
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

第

25

回 

如
是
姫
ま
つ
り 

第
25

回
如
是
姫
ま
つ
り 

概
要 

日
時 

令
和
５
年
10

月
８
日
㈰ 

午
前
10

時
45

分
～ 

会
場 

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
善
光
寺
口 

長
野
駅
前
広
場 

    

令
和
５
年
５
月
４
日
（
木
・
祝
）
、

参
加
チ
ー
ム
県
内
外
よ
り
15

チ
ー
ム

が
参
加
し
、
長
野
駅
前
広
場
と
中
央
通

り
北
ス
テ
ー
ジ
・
南
ス
テ
ー
ジ
の
３
箇

所
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。 

                 

(4) 

５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
が
、
令
和
５
年
５
月
８
日
よ
り
２

類
か
ら
５
類
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

移
行
に
伴
い
、
イ
ベ
ン
ト
の
人
数
上
限
が
廃
止
さ
れ
、
マ
ス
ク
着
用

が
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
等
自
粛
が
緩
和
さ
れ
、
町
に
イ
ベ
ン
ト

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

◎
第
９
回
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

善
光
寺
よ
さ
こ
い 
◎
第
53
回 

長
野
び
ん
ず
る
ま
つ
り 

   

・
南
石
堂
町
商
店
街
振
興
組
合 

 
 

蟻
の
市 

８
月
４
・
５
日 

・
協
同
組
合
長
野
駅
前
商
店
会 

２
０
２
３
年
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ 

ｉ
ｎ
ち
と
せ
＆
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン 

８
月
４
・
５
日 

・
北
石
堂
町
商
店
街
振
興
組
合 

北
石
堂
町
表
参
道
14

丁
目
広
場 

８
月
５
日 

令
和
５
年
７
月
９
日
㈰ 

     

「
長
野
駅
周
辺
に
北
ア
ル
プ
ス
を
展
望
で
き
る

タ
ワ
ー
の
設
置
」
「
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
厳

し
い
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
観
光
客
誘

致
に
力
を
入
れ
て
」
「
Ｂ
１
地
区
の
開
発
で

は
、
長
野
市
民
に
も
愛
さ
れ
る
ビ
ル
を
作
っ
て

欲
し
い
」
「
公
共
交
通
機
関
の
充
実
」
等
々
の

意
見
が
出
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
会
員
意
見
交

換
で
し
た
。 

長
野
市
か
ら
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

対
策
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
が
、
私
達
地
元
住
民

の
意
見
を
聞
く
機
会
を
得
た
会
議
に
な
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ま

と
め
、
長
野
市
が
実
施
す
る
「
町
づ
く
り
会

議
」
等
に
末
広
町
と
し
て
提
言
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

◎
善
光
寺
口
加
盟
商
店
会 

夏
の
イ
ベ
ン
ト 『蟻の市』 『表参道 14 丁目広場』 



 

ナ
ガ
ノ
駅
前
パ
ー
キ
ン
グ
精
算
機 

新
し
い
機
械
に
取
替  

       

が
ど
う
や
っ
て
旅
行
を
手
配
し
て
い
る

か
と
言
う
と
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
経
由
の
宿
泊
予
約
率
は
２
０
１
８

年

77

･

２
％
、
２
０
２
１
年
は

82

･

５
％
、
２
０
２
２
年
は

76

･

７
％
。

御
開
帳
期
間
中
は
旅
行
会
社
経
由
の
予

約
が
多
か
っ
た
の
で
率
が
下
が
り
ま
す

が
個
人
客
は
ネ
ッ
ト
経
由
が
殆
ど
で

す
。
も
う
一
つ
は
２
０
２
４
年
春
の
北

陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
で
す
。
長
野
駅
～

新
大
阪
間
は
名
古
屋
経
由
で
す
が
現
在

は
４
時
間
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
新
幹

線
開
通
で
３
時
間
10

分
と
な
り
関
西

圏
が
よ
り
近
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
首
都
圏
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
主
で
し
た

が
関
西
圏
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
重
要
で
す
。 

な
が
の
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
今
後
の
基
本
方
針
と
し

て
は
リ
ピ
ー
タ
ー
客
の
増
加
、
観
光
産

業
と
し
て
地
元
経
済
に
貢
献
す
る
、

も
っ
と
言
う
と
外
貨
獲
得
を
意
識
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
事
業
の

具
体
化
（
旅
行
商
品
化
）
と
継
続
性
を

担
保
す
る
、
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
事

業
展
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
は
重
要
で
長
野
県
観
光
部

と
連
携
を
強
化
し
て
各
国
大
使
館
・
商

務
担
当
者
と
連
携
を
模
索
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
近
年
県
内
で
イ 

                 

私
は
須
坂
の
生
ま
れ
で
大
学
卒
業
後

は
大
手
旅
行
会
社
に
入
社
し
、
長
野
市

に
は
入
社
後
の
配
属
が
長
野
支
店
、
そ

の
後
２
０
１
７
年
よ
り
長
野
支
店
長
と

し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
２

１
年
４
月
か
ら
、
な
が
の
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
本
日
は
旅
行
業
界
に
お
り
ま

し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
観
光
に
つ
い
て

お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

長
野
市
の
観
光
の
現
状
で
す
が
、
入

込
客
数
で
み
る
と
２
０
１
８
年
は
１
０

７
２
万
人
、
２
０
２
１
年
は
５
２
８
万

人
、
２
０
２
２
年
は
１
３
３
２
万
人
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
良
く
分
か
り

ま
す
。
２
０
２
１
年
以
降
は
全
国
旅
行

支
援
の
効
果
で
回
復
傾
向
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
２
０
２
２
年
は
御
開
帳
に
よ

り
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
お
客
さ
ん 

            

◎
佐
藤
氏 

       

本
日
は
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長

野
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

私
と
総
料
理
長
の
上
海
と
お
話
し
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の

取
り
組
み
は
ど
の
業
種
で
も
重
要
で
あ

る
が
ホ
テ
ル
業
や
飲
食
業
で
は
お
客
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
兼
ね
合
い
で
ど
こ

ま
で
追
求
し
て
良
い
も
の
か
考
え
て
し

ま
う
事
が
あ
る
。 

例
え
ば
客
室
に
置
く
ア
メ
ニ
テ
ィ

（
歯
ブ
ラ
シ
や
髭
剃
り
、
シ
ャ
ン
プ
ー

や
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
等
）
。
「
当
ホ
テ
ル

は
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
設
置
し
な
い
の
で
お 

ナガノ駅前センター 如是姫だより (2) ナガノ駅前センター 如是姫だより (3) 

講
師 

株
式
会
社 ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野 

代
表
取
締
役
社
長 

佐
藤 

 

匡 

氏 

総
料
理
長 

 
 

 

上
海 

正
博 

氏 

 

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
講
演
会 

【
６
月
】 

観
光
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て 

講
師 

な
が
の
観
光 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー 

専
務
理
事 

石
黒 

宏
之 
氏 

       

客
様
が
普
段
使
用
す
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
」
と
言
う
や
り
方
も
あ
る
が

果
た
し
て
そ
れ
で
よ
い
の
か
？
と
言
う

意
見
も
当
然
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
対
応
し
て
い
る
。 

安
全
安
心
の
分
野
で
は
社
員
の
救
命

講
習
の
受
講
や
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
の
資

格
取
得
推
奨
。Ⅾ

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
性
）
、
Ｉ
（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
（
受
け
入
れ
）
、
性
別
、
国
籍
、
を

問
わ
ず
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
い
環
境

整
備
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

地
域
と
の
連
携
も
大
事
で
ご
当
地
・

信
州
の
食
材
や
そ
の
ほ
か
の
地
域
の
地

方
食
材
を
活
用
し
た
フ
ェ
ア
や
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
る
。 

ま
た
、
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
た
ア
メ

ニ
テ
ィ
は
じ
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
、
廃

棄
物
の
削
減
な
ど
の
環
境
負
荷
の
軽
減

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

       

◎
上
海
氏 

       

◇
環
境
・
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て 

お
手
元
の
冊
子
は
昨
年
、
高
校
生
を

対
象
に
実
施
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
セ
ミ

ナ
ー
で
使
用
し
た
資
料
で
、
当
日
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
ホ
テ
ル
で
の
食
事
、
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
講
座
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
、
と
言
う
内
容
だ
っ
た
。 

                   

当
ホ
テ
ル
は
客
室
数
２
３
５
、
宴
会

場
11

、
レ
ス
ト
ラ
ン
４
、
２
０
１
９

年
の
宿
泊
者
９
６
２
０
４
人
、
宴
会
利

用
者
９
５
７
０
０
人
、
レ
ス
ト
ラ
ン
利

用
者
４
１
８
３
６
人
（
２
０
１
９
年
）

こ
の
年
の
生
ゴ
ミ
量
が
１
３
０
３
７
２

㎏
と
言
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。 

こ
の
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
と
っ
た

方
策
と
し
て
各
部
門
で
ゴ
ミ
を
計
量
し

て
可
視
化
す
る
。
こ
う
す
る
事
で
ゴ
ミ

を
削
減
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
生
ま
れ

る
。
当
初
は
仕
事
が
増
え
る
の
で
評
判

は
良
く
な
か
っ
た
が
現
在
は
定
着
し
て

い
る
。 

二
番
目
に
生
ご
み
を
飼
料
、
肥
料
に

加
工
し
て
畜
産
農
家
や
農
作
物
農
家
に

使
っ
て
頂
き
、
そ
の
肉
・
野
菜
を
当
ホ

テ
ル
で
使
用
す
る
事
業
を
立
ち
上
げ

た
。 三

番
目
残
っ
た
食
材
を
従
業
員
食
堂

で
提
供
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。 四

番
目
、
こ
の
取
り
組
み
は
当
社
だ

け
で
な
く
い
く
つ
か
の
企
業
と
の
共
同

事
業
で
「
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｏ(

モ
ッ
テ

コ)

」
を
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
始
め

た
。
宴
会
場
で
出
た
料
理
を
持
ち
帰
り

た
い
と
い
う
ご
希
望
が
あ
っ
た
時
、
専

用
の
持
ち
帰
り
容
器
を
お
客
様
に
提
供

し
て
い
る
。
運
用
し
て
み
て
出
て
き
た

問
題
と
し
て
食
中
毒
の
問
題
が
あ
る
。

出
来
る
だ
け
加
熱
し
た
も
の
を
お
持
ち

帰
り
頂
く
よ
う
に
し
て
い
る
。 

も
う
一
つ
は
容
器
代
。
現
在
は
無
料

で
提
供
し
て
い
る
が
い
ず
れ
は
有
料
化

を
考
え
て
い
る
。
宴
会
を
開
催
す
る
場

合
で
も
営
業
担
当
と
お
客
様
の
事
前
の

打
ち
合
わ
せ
で
宴
会
の
趣
旨
や
参
加
者

の
様
子
を
聞
き
取
り
、
当
日
の
料
理
の

内
容
に
反
映
、
宴
会
中
は
「
３
０
１
０

運
動
」
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
接
客
ス

タ
ッ
フ
は
料
理
の
提
供
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
調
整
、
完
食
率
を
チ
ェ
ッ
ク
し
調
理

担
当
に
伝
え
次
回
の
宴
会
の
参
考
と
す

る
、
と
言
っ
た
手
順
で
情
報
を
更
新
し

食
べ
残
し
が
発
生
し
な
い
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。 

  

ン
バ
ウ
ン
ド
の
目
的
地
と
な
っ
て
い
る

白
馬
エ
リ
ア
。
宿
泊
は
出
来
て
も
エ
リ

ア
内
に
食
事
場
所
が
無
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
お
客
さ
ん
を

長
野
市
に
誘
導
で
き
な
い
か
、
松
本
～

白
馬
～
長
野
を
周
遊
で
き
る
商
品
の
開

発
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
リ
ピ
ー

タ
ー
客
増
加
に
つ
い
て
は
「
お
も
て
な

し
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
言
う
観
光

関
連
団
体
の
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
設
置

し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
客
獲
得
に
向
け
意
見

交
換
や
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
後
に
観
光
関

連
で
話
題
と
な
り
そ
う
な
出
来
事
を
ご

紹
介
す
る
と
一
つ
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
、
２
０
２
５

年
に
は
バ
ス
カ
ー
ド
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
と

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
相
互
利
用
カ
ー
ド
の
導
入

が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
は
大
阪
万

博
、
次
回
御
開
帳
は
確
定
し
て
い
ま
せ

ん
が
２
０
２
７
年
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
２
０
２
８
年
に
は
な
が
の
国
体

が
あ
り
多
く
の
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
で
イ
ベ

ン
ト
等
で 

多
く
の
方 

に
お
越
し 

頂
け
る
よ 

う
対
策
を 

講
じ
て
い 

き
た
い
と 

考
え
て
お 

り
ま
す
。 

実
施
日 

令
和
５
年
６
月
７
日
㈬ 

 

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
講
演
会 

【
８
月
】 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
の 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み 

実
施
日 

令
和
５
年
８
月
２
日
㈬ 

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す

る
「
ナ
ガ
ノ
駅
前
パ
ー
キ
ン
グ
」
の

精
算
機
が
17

年
を
経
過
し
老
朽
化 

         

し
た
た
め
、

10

月
１
日
か
ら
の

「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
、
来
年
度
発
行
予

定
の
「
新
紙
幣
」
対
応
で
き
る
精
算

機
に
、
令
和
５
年
６
月
21

日
取
り

替
え
ら
れ
ま
し
た
。 

路
面
掘
削
の
た
め
前
々
日
よ
り
使

用
制
限
し
、
実
施
し
ま
し
た
。
お
客

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し

た
が
、
無
事
取
替
工
事
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

な
お
、
２
０
０
円
サ
ー
ビ
ス
券

は
、
今
ま
で
通
り
利
用
で
き
ま
す
。 


